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[[[[ ヘッドライン ]]]] 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

産学連携学会 

地域連携教育研究会（第 11 回定例研究会）開催のお知らせ 

～公立化が拓く地域連携の新たな地平～ 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

「地域連携教育研究会」では、 

2026 年 6 月 23 日（火）19:00～21:00 に、第 11 回研究会をオンラインで開催します。 

 

地域連携に取り組む大学関係者に日頃の教育研究の事例を話題提供いただき、 

発表後に、質疑応答など参加者間で議論を行い、会員間の理解を深めます。 

 

肩肘の張らない会員相互の親睦を深める機会にもしたいと思いますので、 

気軽にのぞいてみるというご参加も歓迎いたします。 

 

 

【日時】2026 年６月 23 日（火）19:00～21:00 

 

【会場】オンライン（Zoom） 

 

【参加費】無料  

 

【定員】20～30 名程度 

 

<プログラム> 

19:00  開会 

   趣旨説明、講師紹介 

 

19:10 話題提供 

「公立化が拓く地域連携の新たな地平」 

神田 直弥氏（東北公益文科大学学長） 

 



（講師プロフィール） 

1974 年東京都生まれ。2005 年東北公益文科大学講師として着任、准教授を経て 

2015 年より教授。2016 年公益学部長を経て、2020 年 4 月に第 5 代学長に就任し、 

大学改革と教育体制の再構築に取り組む。 

DX 推進によるオンライン教育の導入や学部再編、ダブルメジャー制の導入など、 

カリキュラム改革を推進。さらに、数理·データサイエンス·AI 教育の強化や起レ業研究所 

の設立を通したアントレプレナーシップ教育の強化など、教職員とともに人材育成基盤 

の整備を進めてきた。2025 年 4 月には公立大学法人化を実現するとともに、 

国際学部の新設および英語教職課程の認定に取り組み、地域に根ざしつつグローバル 

社会の持続可能な発展に貢献する人材育成を推進している。専門は交通心理学·人間工学。 

 

20:10 休憩 

 

20:20  全体討議（質疑応答） 

 

19:50  講評·閉会挨拶 

下山 朗（大阪経済大学経済学部教授） 

 

21:00 閉会 

 

 

＜参加申し込み方法＞ 

下記 URL から 6 月 19 日までにお申込みください。自動返信メールにて、Zoom の URL 

をお送りします。 

https://forms.gle/94QRd1BntFJbBrvM8 

 

<参加費> 

無料 

 

<チラシ> 

必要であれば、以下からダウンロードください。 

https://xfs.jp/lhGWQJz0 

 

<問合せ> ※ 研究会への入会もお気軽にご連絡ください。 

sugioka-hidenori@fukuchiyama.ac.jp(杉岡) 

 

 

（参考） 地域連携教育研究会幹事 ※五十音順 

石塚悟史（高知大学 副学長、産学連携学会前会長） 

伊藤慎一（秋田大学教授、産学連携学会副会長） 

佐野正明（株式会社 Facilo） 



下山朗（大阪経済大学教授、産学連携学会地域社会実装研究会幹事） 

菅万希子（関西医療大学教授、産学連携学会副会長） 

杉岡秀紀（福知山公立大学准教授、産学連携学会理事）*研究会代表·事務局 

丹生晃隆（宮崎大学地域資源創生学部教授） 

   

 

 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

当メールニュースではイベントのお知らせや公募情報等、 

産学連携に関する情報をお流しいたします。 

会員の皆様への情報の配信をご希望の方は、 

産学連携学会事務局（j-sangaku@j-sip.org) までご連絡ください。 

 


